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先
日
、
Ｆ
Ａ
企
業
の
広
報
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
担
当
者
を
招
待
し
、
交
流
会
を

開
催
し
た
。
23
社
39
名
も
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
え
、
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ

て
、
自
画
自
賛
で
は
あ
る
が
成
功
し
た

と
思
う
。
普
段
は
競
合
同
士
の
企
業
で

あ
っ
て
も
職
種
は
同
じ
広
報
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
管
理
の
適
切

な
ラ
イ
ン
は
保
ち
つ
つ
、
話
も
弾
ん
で
い
た
様

子
だ
。
ラ
イ
バ
ル
企
業
同
士
が
面
と
向
か
っ
て

話
し
て
い
る
姿
は
、
は
た
か
ら
見
て
い
て
も
な

か
な
か
刺
激
的
だ
っ
た
▼
日
本
の
製
造
業
の
多

く
は
、
以
前
は
新
卒
で
入
っ
た
会
社
で
定
年
ま

で
勤
め
上
げ
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
り
、
国
内

市
場
で
の
争
い
が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
外

部
の
会
社
、
競
合
と
の
交
流
な
ん
て
も
っ
て
の

外
だ
っ
た
。
最
近
は
転
職
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
大
半
は
自
分
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
こ
も
り
が
ち
で
、
な
か
な
か
外
に
出

ら
れ
な
い
。
付
き
合
い
の
多
い
経
営
陣
や
、
工

業
会
や
標
準
化
な
ど
の
活
動
を
担
当
し
て
い
る

人
を
除
け
ば
、
取
引
先
と
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
以

外
と
の
接
点
は
な
少
な
い
。
特
に
若
手
か
ら
中

堅
ど
こ
ろ
は
外
と
交
流
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
▼
い
ま
共

創
や
協
業
が
盛
ん
に
叫
ば
れ
て
い
て
、
実
際
に

多
く
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
今
ま
で
に
な
い

製
品
や
技
術
、
考
え
方
、
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
発
生
し

続
け
る
土
壌
を
作
る
に
は
、
ま
ず
人
同
士
の
交

流
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
特
に
若

手
や
中
堅
ど
こ
ろ
に
外
部
と
交
流
を
持
つ
機
会

を
与
え
、
若
い
う
ち
か
ら
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
種

を
ま
き
、
人
脈
を
築
い
て
お
け
ば
、
歳
を
重
ね

て
裁
量
が
大
き
く
な
っ
た
後
で
も
連
絡
を
取
り

合
え
る
。
そ
う
い
う
関
係
性
を
作
っ
て
お
け

ば
、
よ
り
コ
ラ
ボ
や
協
業
は
し
や
す
く
な
る
。

若
い
時
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
や
、
会
え
ば
い

つ
で
も
気
軽
に
話
せ
る
関
係
性
、
こ
れ
を
日
本

の
製
造
業
の
中
に
縦
横
無
尽
に
張
り
巡
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
の
製
造
業
の
復
活
も

夢
で
は
な
い
は
ず
だ
。

協業、共創を促進して競争力を強化　若いうちから業界内外で人脈をつくる

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
８
２
号
は
10

月
30
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

　
包
装
機
械
メ
ー
カ
ー
の
オ

リ
オ
ン
機
械
工
業
は
、
シ
ュ

ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

製
の
リ
ニ
ア
搬
送
シ
ス
テ
ム

「
Ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｕ
ｍ
　
Ｍ
Ｃ

12
」
を
包
装
機
械
に
採
用

し
、
高
速
・
長
時
間
稼
働
と

マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
対
応

オ
リ
オ
ン
機
械
工
業

次
世
代
包
装
機
械
を
開
発

リ
ニ
ア
シ
ス

テ
ム
採
用

段
替
え
不
要
の
高
速
搬
送

に
よ
り
、
例
え
ば
オ
ム
ツ
搬

送
の
際
、
標
準
品
以
外
の
枚

数
違
い
を
運
ぶ
際
は
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
の
設
定
を
変
え
れ

ば
キ
ャ
リ
ア
の
幅
が
可
変
し

て
対
応
。
ハ
ー
ド
的
な
段
取

り
替
え
が
一
切
い
ら
ず
、
手

間
も
時
間
も
か
け
ず
に
段
取

り
替
え
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
完
成
さ
せ
、
機
械
の
停

止
時
間
短
縮
と
稼
働
時
間
の

拡
大
を
実
現
。
ま
た
生
産
管

理
や
Ｍ
Ｅ
Ｓ
等
と
連
携
さ
せ

る
こ
と
で
混
流
生
産
に
も
対

応
で
き
、
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
実
現
す
る
。

　
同
社
は
リ
ニ
ア
搬
送
シ
ス

テ
ム
に
10
年
以
上
前
か
ら
着

目
し
て
利
用
を
検
討
し
て
い

て
、
リ
ニ
ア
搬
送
シ
ス
テ
ム

の
メ
ー
カ
ー
が
出
そ
ろ
い
、

同
社
の
要
求
に
見
合
う
製
品

が
出
て
き
た
こ
と
で
今
回
採

用
を
決
定
。
数
あ
る
製
品
の

な
か
で
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
の
「
Ｌ
ｅ
ｘ
ｉ

ｕ
ｍ
　
Ｍ
Ｃ
12
」
を
採
用
し

し
た
次
世
代
包
装
機
械
を
開

発
し
た
。

　
同
社
は
、
包
装
機
械
や
省

力
関
連
機
器
の
専
門
メ
ー
カ

ー
で
、
オ
ム
ツ
を
は
じ
め
生

活
用
品
の
領
域
に
強
く
、
国

内
外
、
特
に
ア
ジ
ア
地
域
で

高
い
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い

る
。
生
活
用
品
は
大
量
生
産

の
消
費
財
で
あ
る
一
方
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
や
内
容
量
違
い
な

ど
同
一
異
種
製
品
も
多
く
、

そ
の
た
め
の
段
取
り
替
え
の

回
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ

る
。
高
い
装
置
稼
働
率
を
実

現
す
る
に
は
段
取
り
替
え
の

回
数
の
減
少
ま
た
は
１
回
当

た
り
に
か
か
る
時
間
を
減
ら

す
必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
リ

ニ
ア
搬
送
シ
ス
テ
ム
で
、
生

産
設
備
か
ら
ワ
ー
ク
が
排
出

さ
れ
、
包
装
機
械
に
送
ら
れ

る
間
の
搬
送
工
程
に
リ
ニ
ア

搬
送
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て

搬
送
ス
ピ
ー
ド
の
高
速
化
を

実
現
。

　
さ
ら
に
、
従
来
は
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
に
専
用
治
具
を
取

り
付
け
、
治
具
に
オ
ム
ツ
な

ど
の
ワ
ー
ク
を
載
せ
て
搬
送

し
て
い
た
も
の
を
、
リ
ニ
ア

搬
送
シ
ス
テ
ム
の
キ
ャ
リ
ア

に
金
属
板
を
取
り
付
け
て
二

つ
の
キ
ャ
リ
ア
で
挟
ん
で
移

動
す
る
方
式
を
開
発
。
こ
れ

た
。

　
リ
ニ
ア
搬
送
シ
ス
テ
ム
と

し
て
は
後
発
の
製
品
だ
が
、

採
用
の
決
め
手
と
な
っ
た
の

は
同
製
品
の
低
発
熱
性
。
リ

ニ
ア
搬
送
シ
ス
テ
ム
は
大
量

の
電
力
を
使
う
た
め
電
磁
石

が
発
熱
し
や
す
く
、
長
時
間

運
転
し
て
い
る
と
熱
に
よ
っ

て
制
御
信
号
の
や
り
と
り
や

情
報
処
理
に
影
響
が
出
て
し

ま
う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
同
製
品

は
、
発
熱
を
抑
え
た
設
計
に

よ
り
長
時
間
稼
働
が
で
き
る

こ
と
か
ら
採
用
に
い
た
っ

た
。

　
開
発
し
た
包
装
機
械
は
す

で
に
客
先
の
本
番
の
生
産
ラ

イ
ン
で
稼
働
し
て
お
り
、
さ

ら
に
提
案
を
進
め
て
い
く
と

し
て
い
る
。

国
際
ロ
ボ
ッ
ト
連
盟 

新
会
長

フ
ァ
ナ
ッ
ク
伊
藤
氏
が
就
任

　
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
連
盟
（
Ｉ

Ｆ
Ｒ
）
は
、
新
会
長
に
フ
ァ

ナ
ッ
ク
の
伊
藤
孝
幸
氏
を
選

出
し
た
。
副
会
長
に
は
Ｍ
ｉ

Ｒ
の
ジ
ェ
イ
ン
・
ヘ
フ
ナ
ー

氏
が
就
任
す
る
。

ｔ
ｅ
ｒ
）
の
所
長
に
任
命
さ

れ
、
現
在
は
同
社
で
技
監
を

務
め
て
い
る
。

　
会
長
就
任
に
当
た
り
伊
藤

氏
は
「
現
在
、
全
世
界
が
産

業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

自
動
化
に
伴
う
急
変
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
副
会

長
に
選
出
さ
れ
た
モ
バ
イ
ル

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ロ
ボ
ッ

ト
社
の
ジ
ェ
イ
ン
・
ヘ
フ
ナ

ー
氏
と
と
も
に
、
連
盟
ト
ッ

プ
と
し
て
の
使
命
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
」
と
述
べ
た
。

　
副
会
長
の
ヘ
フ
ナ
ー
氏

は
、
Ａ
Ｂ
Ｂ
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク

ス
や
そ
の
他
の
主
要
産
業
用

製
品
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
主

導
的
な
役
職
を
務
め
た
経
歴

を
持
ち
、
現
在
は
自
律
移
動

ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
メ
ー

カ
ー
の
モ
バ
イ
ル
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ｍ
ｉ

Ｒ
）
社
で
グ
ロ
ー
バ
ル
営
業

本
部
長
を
務
め
、
デ
ト
ロ
イ

ト
を
拠
点
と
し
て
世
界
的
な

販
売
戦
略
や
そ
の
展
開
を
統

括
し
て
い
る
。

　
伊
藤
氏
は
、
１
９
８
１
年

か
ら
フ
ァ
ナ
ッ
ク
で
要
職
を

歴
任
し
、
１
９
９
７
年
に
は

Ｆ
ａ
ｎ
ｕ
ｃ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ

ｉ
ｃ
ｓ
　
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
　
Ａ

ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
の
上
級
副
社

長
に
就
任
。
２
０
０
２
年
に

フ
ァ
ナ
ッ
ク
日
本
本
社
に
戻

り
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
セ
ン
タ

ー
（
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
　
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　
Ｃ
ｅ
ｎ

伊藤孝幸氏

アイガモロボ ファナックM-800

ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会
実
装
加
速

人
手
不
足
を
解
決
す
る
自
動
化
・
省
人
化
技
術

第11回ロボット大賞が決定
ファナック 加工ロボット、Preferred Robotics 搬送ロボットなど

　
経
済
産
業
大
臣
賞
の
フ
ァ

ナ
ッ
ク
の
世
界
最
小
の
大
型

加
工
機
高
精
度
本
格
加
工
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｍ
―
８
０
０
」

は
、
従
来
の
加
工
機
で
は
困

難
だ
っ
た
高
精
度
な
加
工
を

実
現
す
る
高
精
度
６
軸
多
関

節
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
絶
大
な
省

ス
ペ
ー
ス
効
果
と
低
コ
ス
ト

化
、
自
動
車
産
業
、
航
空
機

産
業
等
で
利
用
が
は
じ
ま

り
、
さ
ら
に
横
展
開
へ
の
期

待
の
大
き
さ
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

　
総
務
大
臣
賞
の
Ｐ
ｒ
ｅ
ｆ

ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｄ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ

ｉ
ｃ
ｓ
の
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
「
カ
チ
ャ
カ
」
は
、

自
律
移
動
機
能
を
備
え
た
搬

送
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
、

Ａ
Ｉ
機
能
の
組
み
込
み
に
よ

る
高
度
な
自
律
移
動
や
人
と

ロ
ボ
ッ
ト
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
等
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
お
よ
び
ク
ラ

ウ
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

も
活
用
し
た
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
関
し
て
も
高
い
技
術
を
有

し
、
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
技
術

た
。

　
国
土
交
通
大
臣
賞
の
建
ロ

ボ
テ
ッ
ク
の
鉄
筋
結
束
ロ
ボ

ッ
ト
「
ト
モ
ロ
ボ
」
は
、
建

設
生
産
で
の
主
要
部
材
と
な

っ
て
い
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
中
で
、
補
強
材
と
し
て

格
子
状
に
並
べ
ら
れ
て
い
る

鉄
筋
の
交
点
を
、
針
金
で
緊

結
し
固
定
す
る
作
業
を
人
の

代
わ
り
に
行
う
人
協
働
ロ
ボ

ッ
ト
。
国
内
外
の
特
許
も
取

得
し
、
販
売
・
レ
ン
タ
ル
で

導
入
実
績
も
多
く
、
建
設
現

場
の
労
働
力
不
足
に
対
し
て

省
人
化
と
生
産
性
向
上
を
実

現
す
る
も
の
と
し
て
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
強
さ
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
小
企
業
庁

　
第
11
回
ロ
ボ
ッ
ト
大
賞
が
決
定
し
、
経
済
産
業
大
臣
賞
の
フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
加
工
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｍ
―
８
０
０
」
、
総
務
大
臣
賞
の
Ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｄ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ

ｓ
の
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
「
カ
チ
ャ
カ
」
な
ど
が
受
賞
し
た
。
人
手
不
足
や
生
産

性
向
上
を
実
現
し
、
か
つ
社
会
実
装
の
実
績
や
今
後
の
期
待
度
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る

先
進
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
選
出
さ
れ
た
。

と
の
連
携
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

と
い
う
観
点
が
高
評
価
を
受

け
た
。

　
文
部
科
学
大
臣
賞
の
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
ら
の
超
小
型
月
面
探
査

ロ
ー
バ
Ｌ
Ｅ
Ｖ
―
１
＆
Ｌ
Ｅ

Ｖ
―
２
は
、
日
本
初
の
月
着

陸
機
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
に
搭
載
さ
れ

た
超
小
型
月
面
探
査
ロ
ー
バ

（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
）
。
月
面
で
連
携

し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行

し
、
そ
の
成
果
は
宇
宙
開
発

と
科
学
技
術
の
発
展
に
大
き

く
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
と

評
価
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た
。

　
農
林
水
産
大
臣
賞
の
Ｎ
Ｅ

長
官
賞
（
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
賞
）
に
ハ
ー
モ
テ
ッ

ク
の
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
―
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
（
Ｅ
Ｃ
シ
リ
ー

ズ
）
」
、
日
本
機
械
工
業
連

合
会
会
長
賞
に
つ
く
ば
チ
ャ

レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
の
、
つ

く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
ラ
ピ
ュ

タ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
自
律
走

行
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
「
ラ
ピ
ュ

タ
Ｐ
Ａ
―
Ａ
Ｍ
Ｒ
」
、
優
秀

賞
の
介
護
・
医
療
・
健
康
分

野
に
東
北
大
学
ら
の
ス
マ
ー

タ
ー
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・

ダ
ン
ス
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
・

災
害
対
応
・
消
防
分
野
に
三

菱
重
工
業
ら
の
プ
ラ
ン
ト
自

動
巡
回
点
検
防
爆
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｅ
Ｘ
　
Ｒ
Ｏ
Ｖ
Ｒ
」
（
エ

ク
ス
ロ
ー
バ
ー
）
、
農
林
水

産
業
・
食
品
産
業
分
野
に
ク

ボ
タ
の
無
人
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

バ
イ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
社
会

実
装
部
門
に
ｕ
ｇ
ｏ
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

る
、
業
務
Ｄ
Ｘ
ロ
ボ
ッ
ト
ｕ

ｇ
ｏ
（
ユ
ー
ゴ
ー
）
と
コ
ボ

リ
ン
の
体
を
ひ
ね
っ
て
姿
勢

の
自
由
を
提
供
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
車
椅
子
「
Ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ

ｕ
」
（
ハ
イ
ネ
ル
）
、
要
素

技
術
部
門
に
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ

ｒ
の
近
接
覚
セ
ン
サ
ー
Ｔ
Ｋ

―
01
、
審
査
員
特
別
賞
に
ニ

ュ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
振
興
財

団
の
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
が
選

ば
れ
た
。

　
安
川
電
機
は
、
２
０
２
５

年
２
月
期
第
２
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

の
９
・
５
％
減
の
２
６
１
５

億
７
３
０
０
万
円
、
営
業
利

益
は
30
・
７
％
減
の
２
２
９

億
２
６
０
０
万
円
、
純
利
益

は
27
・
１
％
減
の
１
８
０
億

２
６
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
中
心
に
減
収
と
な
り
、
利

益
面
も
売
り
上
げ
減
少
の
影

響
を
大
き
く
受
け
、
減
収
減

益
と
な
っ
た
。

　
市
場
環
境
と
概
況
に
つ
い

て
、
自
動
車
市
場
は
底
堅
い

需
要
が
あ
っ
た
が
、
半
導
体

・
電
子
部
品
向
け
は
回
復
基

調
だ
が
緩
や
か
な
も
の
と
な

っ
た
。
製
造
業
全
般
の
設
備

投
資
需
要
は
底
堅
く
推
移
し

た
が
、
中
国
需
要
は
低
調
だ

っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
モ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
、
売
上
高
１
１
９
４
億
３

８
０
０
万
円
（
15
・
１
％

減
）
、
営
業
利
益
１
１
０
億

１
０
０
０
万
円
（
45
・
５
％

減
）
。
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
事
業
は
、

中
国
・
欧
州
市
場
の
低
迷

や
、
日
本
に
お
け
る
半
導
体

関
連
需
要
の
回
復
遅
延
な
ど

の
影
響
を
受
け
た
。
イ
ン
バ

ー
タ
事
業
は
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
関
連
の
需
要
や
ア
セ
ア
ン

各
国
・
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
関
連
需
要
は
底
堅
く

推
移
し
た
が
、
在
庫
調
整
等

の
影
響
を
受
け
販
売
が
伸
び

悩
み
、
売
り
上
げ
収
益
は
減

少
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
売
上
高
１

１
２
０
億
８
２
０
０
万
円

（
０
・
２
％
減
）
、
営
業
利

益
は
１
０
５
億
９
６
０
０
万

円
（
18
・
５
％
減
）
。
自
動

車
市
場
は
日
本
や
欧
米
、
イ

ン
ド
で
需
要
が
増
加
し
た

が
、
中
国
は
投
資
控
え
が
見

ら
れ
た
。
一
般
産
業
分
野
で

は
米
国
や
中
国
な
ど
で
自
動

化
需
要
が
底
堅
く
推
移
し

た
。

　
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
は
、
売
上
高
１
８
６
億

１
０
０
０
万
円
（
19
・
３
％

減
）
、
営
業
利
益
18
億
６
９

０
０
万
円
（
34
・
４
％

増
）
、
そ
の
他
は
、
売
上
高

１
１
４
億
５
２
０
０
万
円

（
10
・
６
％
減
）
、
営
業
利

益
８
億
３
１
０
０
万
円
と
な

っ
た
。

　
通
期
予
想
に
つ
い
て
、
半

導
体
・
電
子
部
品
市
場
の
立

ち
上
が
り
の
緩
や
か
さ
、
中

国
市
場
の
回
復
の
弱
さ
を
受

け
て
、
売
上
高
は
前
年
の
３

・
９
％
減
の
５
５
３
０
億

円
、
営
業
利
益
は
３
・
４
％

減
の
６
４
０
億
円
、
純
利
益

は
26
・
３
％
増
の
６
４
０
億

円
に
下
方
修
正
し
た
。

パ
ン
チ
工
業
と

資
本
業
務
提
携

ミスミ
　
ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社

は
、
パ
ン
チ
工
業
と
資
本
業

務
提
携
契
約
を
締
結
し
、
パ

ン
チ
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る

第
三
者
割
当
増
資
を
引
き
受

け
る
方
法
に
よ
り
同
社
株
式

を
取
得
す
る
。

　
パ
ン
チ
工
業
は
、
１
９
７

販
売
を
主
要
事
業
と
し
、
３

Ｄ
計
測
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や

航
空
宇
宙
関
連
の
共
同
研
究

へ
の
参
画
等
も
行
っ
て
い

る
。

　
今
後
、
両
社
は
、
パ
ン
チ

工
業
の
保
有
す
る
高
度
な
精

密
加
工
技
術
と
顧
客
ニ
ー
ズ

へ
の
き
め
細
か
い
対
応
力
、

ミ
ス
ミ
の
持
つ
先
進
的
な
デ

ジ
タ
ル
技
術
と
グ
ロ
ー
バ
ル

確
実
短
納
期
の
供
給
力
と
い

っ
た
強
み
を
最
大
限
生
か

し
、
自
動
化
装
置
や
そ
の
周

辺
部
品
、
金
型
用
部
品
に
限

ら
ず
、
標
準
品
か
ら
特
注
品

ま
で
の
幅
広
い
金
属
加
工
分

野
全
般
で
相
互
に
補
完
・
強

化
し
て
い
く
。

５
年
創
業

で
、
高
度
な

精
密
加
工
技

術
を
基
盤
に

全
プ
ロ
セ
ス

一
気
通
貫
の

も
の
づ
く
り

体
制
を
構
築

し
、
金
型
用

部
品
を
は
じ

め
、
自
動
化

装
置
や
そ
の

周
辺
部
品
、

特
注
機
械
部

品
等
の
多
種

多
様
な
製
品

群
の
製
造
・

Ｗ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の

水
田
に
浮
か
べ
る

自
動
抑
草
ロ
ボ
ッ

ト
「
ア
イ
ガ
モ
ロ

ボ
」
は
、
化
石
燃

料
や
化
学
農
薬
、

人
の
手
を
使
わ
ず

に
自
動
で
走
行
す

る
水
田
抑
草
ロ
ボ

ッ
ト
。
世
界
初
の

自
動
水
田
抑
草
ロ

ボ
ッ
ト
を
実
用
化

し
、
国
内
の
導
入

実
績
だ
け
で
な
く

世
界
中
で
実
証
実

験
を
開
始
し
て
お

り
、
将
来
性
の
高

さ
と
、
生
産
さ
れ

た
有
機
米
を
買
い

取
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
も
ユ
ニ
ー
ク

で
あ
る
と
さ
れ

安川電機 25年2月期第2四半期決算

売上高前年比9.5％減
中国需要の低調響く
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

Ｓ
Ｉ
Ｌ
２
、３
に
準
拠

統
合
安
全
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

　
前
回
の
最
後
で
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
こ
と
で
よ
り

レ
ベ
ル
の
高
い
全
体
最
適
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
お
話
を
い
た
し

ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
30
年
間
に

わ
た
り
全
体
最
適
を
意
識
し

て
現
場
で
カ
イ
ゼ
ン
を
し
て

き
ま
し
た
。
で
き
た
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
難
し
く
て
決
定
的
な

成
果
を
出
せ
て
い
な
い
テ
ー

マ
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
。
全
体
最
適
と
い
う
こ
と

は
、
部
門
を
ま
た
が
り
距
離

や
時
間
を
飛
び
越
え
て
的
確

な
状
況
判
断
と
カ
イ
ゼ
ン
活

動
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
が
難
し
か
っ

た
。
で
き
な
か
っ
た
主
な
カ

イ
ゼ
ン
を
列
挙
し
て
み
ま

す
。

①
現
場
の
カ
イ
ゼ
ン
成
果
を

全
て
数
値
化
し
て
評
価
す
る

　
生
産
性
や
品
質
の
カ
イ
ゼ

ン
を
し
た
結
果
、
ど
の
よ
う

な
成
果
が
出
た
の
か
？
　
は

誰
で
も
が
知
り
た
い
こ
と
な

の
で
す
が
、
そ
の
元
に
な
る

デ
ー
タ
は
社
内
で
は
別
々
の

部
署
が
扱
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
時
間
デ
ー
タ
は
総
務
、

品
質
デ
ー
タ
は
品
管
、
売
り

上
げ
デ
ー
タ
は
営
業
と
い
っ

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情
報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎

と
な
る
企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
な
ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学

会
、
公
開
カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら
　

https://www.kaizenproject.
jp/

が
必
要
な
指
標
と
必
要
な
デ

ー
タ
を
共
有
化
し
て
、
そ
れ

に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
例

え
ば
エ
ク
セ
ル
で
１
回
作
れ

ば
、
そ
の
後
は
特
別
な
こ
と

を
し
な
く
て
も
毎
月
自
動
的

に
数
字
が
出
て
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
②
は
無
線
Ｉ
Ｃ

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ー
を
使
っ
て

モ
ノ
の
位
置
と
加
工
状
況
を

常
時
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
③
は
ク
ラ
ウ
ド
を
使

っ
て
共
通
ホ
ル
ダ
ー
を
作
れ

ば
大
丈
夫
で
す
。
④
は
ス
マ

ホ
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
使
う

こ
れ
か
ら
の
日
本
式
デ
ジ
タ
ル
化
⑧

日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
会
長
　
柿
内
幸
夫 第9回

新
し
い

考
え
方

づ
く
り
の

モ
ノ

た
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に

分
散
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
各

部
門
が
自
分
た
ち
で
集
め
て

計
算
す
る
と
な
る
と
、
時
間

と
十
分
な
ス
キ
ル
が
な
く
と

て
も
大
変
な
こ
と
で
し
た
。

②
今
現
在
の
生
産
状
況
の
正

確
な
把
握

　
今
現
在
、
何
が
完
成
し
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
い
つ
完

成
す
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と

が
即
座
に
分
か
ら
ず
、
営
業

か
ら
頻
繁
に
問
い
合
わ
せ
が

入
る
の
で
現
場
の
監
督
者
が

忙
殺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

③
こ
れ
ま
で
の
カ
イ
ゼ
ン
の

経
過
の
把
握

　
カ
イ
ゼ
ン
を
し
て
き
た
結

果
、
過
去
と
比
較
し
て
何
が

ど
の
位
よ
く
な
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
他
工
場
の
カ
イ
ゼ

ン
成
果
と
の
比
較
な
ど
が
即

座
に
分
か
ら
な
い
の
で
カ
イ

ゼ
ン
に
達
成
感
や
緊
迫
感
が

出
な
い
。

④
他
部
門
の
情
報
の
正
確
な

把
握

　
営
業
が
実
施
す
る
特
売
会

の
情
報
が
入
ら
な
か
っ
た
の

で
事
前
に
在
庫
の
準
備
が
で

き
ず
品
切
れ
を
起
こ
し
た
、

あ
る
い
は
在
庫
情
報
が
不
十

分
で
、
生
産
が
切
れ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
四
つ
の
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
み
ま
し
た

が
、
全
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
と
そ
の

処
理
が
難
し
か
っ
た
と
い
う

事
例
で
す
。

　
こ
の
四
つ
は
以
前
で
あ
れ

ば
実
行
す
る
こ
と
は
と
て
も

難
し
く
、
た
と
え
で
き
た
と

し
て
も
と
て
も
大
き
な
費
用

が
か
か
っ
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
今
な
ら
ほ
と
ん
ど
お

金
を
か
け
ず
に
、
そ
し
て
そ

れ
だ
け
で
な
く
外
部
の
専
門

家
で
な
く
社
内
の
人
の
力
で

実
行
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
年
で
情
報
に
関
す
る
デ
ジ

タ
ル
的
な
技
術
や
環
境
が
急

速
に
進
歩
し
、
極
端
で
す
が

ス
マ
ホ
さ
え
あ
れ
ば
ほ
と
ん

ど
の
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う

と
い
っ
た
レ
ベ
ル
に
置
き
換

わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
①
は
全
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ

と
常
に
必
要
な
部
門
間
で
の

情
報
の
共
有
が
で
き
ま
す
。

　
偉
そ
う
に
こ
う
す
れ
ば
で

き
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
私
自
身
は
こ
の
よ
う
な

デ
ジ
タ
ル
の
仕
事
を
自
分
で

全
て
で
き
る
ほ
ど
は
ま
だ
理

解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
実
は

指
導
先
の
方
々
が
若
い
人
た

ち
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
実

行
し
て
発
表
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
を
、
あ
た
か
も
自
分

で
や
っ
た
か
の
よ
う
に
書
い

て
み
た
だ
け
で
す
。
こ
の
中

に
外
部
の
専
門
家
に
頼
ん
だ

カ
イ
ゼ
ン
は
一
つ
も
あ
り
ま

せ
ん
。
全
て
自
前
。
こ
れ
ま

で
に
培
っ
て
き
た
カ
イ
ゼ
ン

の
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
に
強
い
若
い
人
に

も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
一
緒

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
結
果
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
知

識
と
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
そ

し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
と

ち
ょ
っ
と
の
部
品
の
買
い
足

し
で
で
き
る
こ
と
な
の
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
の

時
代
に
と
て
も
難
し
か
っ
た

こ
と
が
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を

借
り
る
と
い
と
も
簡
単
に
で

き
て
し
ま
う
と
い
う
驚
き
の

事
実
で
す
。
「
デ
ジ
タ
ル
化

は
全
体
最
適
と
も
の
す
ご
く

相
性
が
良
く
、
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
こ
と
で
全
体
最
適

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
思
う
と
、
前
回
申
し

上
げ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
私
の
目
の
前
で
次
々
と

起
き
て
い
る
事
実
か
ら
の
気

づ
き
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
は
、

速
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
の
製
造
業
が
強
み

と
す
る
全
体
最
適
の
カ
イ
ゼ

ン
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
驚
き
の
ツ
ー
ル
で

す
。
食
わ
ず
嫌
い
は
も
っ
た

い
な
い
で
す
。
ど
ん
ど
ん
進

め
ま
し
ょ
う
！
　
も
し
お
困

り
の
こ
と
が
お
あ
り
で
し
た

ら
デ
ジ
タ
ル
化
の
事
例
や
ヒ

ン
ト
と
な
る
ア
ド
バ
イ
ス
は

お
伝
え
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　
同
製
品
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
２
と

Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
準
拠
の
統
合
安
全

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
、
幅
広

い
産
業
用
途
に
対
応
。

　
安
全
性
を
確
保
す
る
制
御

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か

せ
な
い
、
プ
ロ
セ
ス
・
ロ
ジ

ッ
ク
・
ソ
ル
バ
や
Ｉ
／
Ｏ
を

含
む
安
全
計
装
シ
ス
テ
ム

の
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
全

て
含
み
、
最
新
の
１
７
５
６

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
、
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｘ

５
０
０
０
Ｉ
／
Ｏ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
、
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

　
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
最
先
端

の
安
全
計
装
シ
ス
テ
ム
と
な
る
統
合
安
全
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｘ
　
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」
を
発
売
し
た
。

５
０
０
０
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｘ
　
Ｄ

ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｒ
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
ハ
ー

ミ
ス
ミ「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
」

�
ス
ポ
ッ
ト

溶

接

自
動
見
積
も
り 高

静
圧
と
高
風
量
実
現

□
38
×
28
㍉
㍍
厚

Ｄ
Ｃ
フ
ァ
ン

山洋電気

ド
ウ
エ
ア
に
よ
っ
て
、
高
可

用
性
を
実
現
し
て
い
る
。

　
使
い
慣
れ
た
ハ
ー
ド
ウ
エ

ア
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
活
用

し
て
実
装
を
迅
速
に
行
え
る

ほ
か
、
シ
ン
プ
ル
な
設
計
と

構
成
に
よ
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
に
か
か
る
時
間
も
短

縮
可
能
。
シ
ス
テ
ム
の
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
も
計
画
的
ダ
ウ

ン
タ
イ
ム
を
必
要
と
せ
ず
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ミ
ス
ミ
は
、
機
械
部
品
調

達
の
Ａ
Ｉ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
」
の
板
金
溶

接
で
「
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
」
の

自
動
見
積
も
り
を
開
始
し
た

＝
写
真
。

　
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
は
、
１
回

の
溶
接
範
囲
が
狭
く
、
点
で

溶
接
す
る
の
で
熱
に
よ
る
ひ

ず
み
が
出
に
く
く
、
仕
上
が

り
が
き
れ
い
な
た
め
、
外
観

が
気
に
な
る
部
品
等
に
も
多

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
溶
接

箇
所
の
指
示
は
加
工
工
程
に

任
せ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
今

回
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で

溶
接
箇
所
の
自
動
提
案
を
可

能
と
し
た
。
さ
ら
に
生
産
方

法
の
見
直
し
に
よ
っ
て
ス
ポ

ッ
ト
溶
接
の
み
の
場
合
も
納

期
は
５
日
目
出
荷
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
も
実
現
し
た
。

切
削
加
工（
丸
物
）の

焼
入
れ
機
能
を
強
化

　
ミ
ス
ミ
は
、
機
械
部
品
調

達
の
Ａ
Ｉ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

「
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
」
の
切
削
加

工
（
丸
物
）
で
、
焼
入
れ
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
機
能
を

強
化
し
、
「
真
空
焼
入
れ
」

「
高
周
波
焼
入
れ
」
「
焼
入

れ
硬
度
指
定
」
の
提
供
を
開

始
し
た
＝
写
真
。

　
焼
入
れ
箇
所
の
指
定
や
硬

度
指
定
が
可
能
に
な
り
、
摩

耗
耐
性
の
強
化
や
硬
度
と
靭

性
の
両
立
が
必
要
な
駆
動
部

品
や
ワ
ー
ク
と
接
触
す
る
部

分
の
み
硬
度
を
上
げ
る
な
ど

部
分
的
な
焼
入
れ
も
で
き
、

今
ま
で
調
達
で
き
な
か
っ
た

部
品
も
ｍ
ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
で
手
配

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
用
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ペ
ン
ダ

ン
ト
「
Ｔ
Ｐ
Ｗ
01
」
を
発
売

ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｃ
　
Ｓ

ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
を
、
あ
ら
か
じ

め
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ペ
ン
ダ
ン
ト
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
で
直
感
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
を

操
作
可
能
。
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
01
と
は
Ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
で

有
線
と
無
線
接
続
で
通
信
。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

10
Ｉ
ｏ

Ｔ
　
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｉ
ｓ

ｅ
　
Ｌ
Ｔ
Ｓ
Ｃ
を
搭
載
し
て

い
る
。

　
山
洋
電
気
は
、
業
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
高
静
圧
と
高
風

量
を
実
現
し
た
□
38
×
28
㍉

㍍
厚
の
Ｄ
Ｃ
フ
ァ
ン
「
Ｓ
ａ

ｎ
Ａ
ｃ
ｅ
38
」
９
Ｈ
Ｖ
Ａ
タ

イ
プ
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
最
大
静
圧
は

２
１
０
０
Ｐ
ａ
で
従
来
品
に

比
べ
て
２
・
６
倍
ア
ッ
プ
の

高
静
圧
、
最
大
風
量
は
０
・

91
立
方
㍍
／
秒
で
１
・
５
倍

ア
ッ
プ
の
高
風
量
の
Ｄ
Ｃ
フ

ァ
ン
。
優
れ
た
冷
却
性
能
を

必
要
と
す
る
、
実
装
密
度
の

高
い
１
Ｕ
サ
ー
バ
、
１
Ｕ
用

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
、
通
信

機
器
な
ど
に
最
適
。

　
鉛
フ
リ
ー
の
真
鍮
材
料
を

使
用
し
、
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令
に

適
合
し
、
環
境
に
配
慮
し
た

資
源
・
技
術
を
利
用
し
、
エ

コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
も
認
定
さ

れ
て
い
る
。

　
日
本
精
工
（
Ｎ
Ｓ
Ｋ
）

は
、
機
械
設
備
の
状
態
監
視

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と

の
連
携
機
能
を
追
加
し
た
。

　
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

同
社
が
重
要
イ
ン
フ
ラ
で
培

っ
た
診
断
技
術
を
活
用
し
、

高
度
診
断
Ａ
Ｉ
と
経
験
豊
富

な
設
備
診
断
エ
キ
ス
パ
ー
ト

に
よ
る
両
面
の
支
援
に
よ
っ

て
機
械
の
状
態
を
監
視
・
把

握
す
る
も
の
。

　
機
械
設
備
へ
の
設
置
が
容

易
な
ワ
イ
ヤ
レ
ス
状
態
監
視

シ
ス
テ
ム
と
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供

し
、
風
力
発
電
設
備
や
石
油

化
学
プ
ラ
ン
ト
と
い
っ
た
重

要
イ
ン
フ
ラ
を
は
じ
め
、
同

社
製
の
軸
受
け
を
使
っ
て
い

る
鉄
鋼
や
製
紙
、
自
動
車
そ

の
他
製
造
ラ
イ
ン
等
の
一
般

産
業
機
械
で
も
導
入
が
進
ん

で
い
る
。

　
今
回
、
従
来
の
有
線
タ
イ

プ
の
状
態
監
視
シ
ス
テ
ム
に

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
の
デ

ー
タ
連
携
機
能
を
追
加
し
、

一
般
産
業
機
械
で
よ
り
高
度

な
状
態
監
視
を
求
め
る
ユ
ー

ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
対
応
。
２
０

２
５
年
に
は
、
回
転
機
構
と

直
動
機
構
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
複
雑
な
加
工
プ
ロ
セ
ス

に
対
応
す
る
た
め
の
ト
リ
ガ

ー
機
能
を
同
シ
ス
テ
ム
に
実

装
す
る
計
画
で
、
こ
れ
に
よ

り
工
作
機
械
な
ど
の
加
工
・

組
立
設
備
に
対
す
る
状
態
監

視
も
可
能
に
な
る
。

ク
ラ
ウ
ド
と
デ
ー
タ
連
携

状
態
監
視
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ＮＳＫオリエンタルモーター

ロボット操作に特化
ティーチングペンダント

し
た
＝
写
真
。
同
製
品
は
、

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
ベ
ー
ス
の

ロ
ボ
ッ
ト
操
作
に
特
化
し

た
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ペ
ン
ダ

ン
ト
用
ア
プ
リ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
　
Ｐ

ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｔ

Ｓ
ａ
ｎ
Ａ
ｃ
ｅ
38

Logix SIS

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A

2024年10月から社名を変更しました
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■�東芝、複数の吸着パッドを持つロボットが正確
・高速に対象物を掴む方法を計算するAIを開発

　東芝は、深層学習を使って複数の吸着パッドを持つ
ロボットハンドがピッキングする対象物の形状や姿勢
に合わせてつかむ位置とつかみ方（把持計画）を正確
かつ高速に計算するAI技術を開発した。
　「把持計画」は、ロボットが物体を正確につかむた
めの「位置推定」と「姿勢推定」から計算され、ピッ
キングロボットは、正確な把持計画を計算することで
効率的かつ確実に物体を取り扱うことができ、従来自
動化が難しかった、乱雑に置かれた、形状や外観の異
なる物品のピッキング作業を自動化することができる
ようになる。

■�東芝、上下水道統合プラットフォームや保護継
電器などが2024年度グッドデザイン賞を受賞

　東芝グループは、「上下水道統合プラットフォーム
TOSWACS-Nesta」、「保護継電器MCR30マルチリ
レー」、「小型CO2分離回収装置TOMCAP mini」が
グッドデザイン賞を受賞した。
　「TOSWACS-Nesta」と「MCR30マルチリレー」
は、東芝と東芝インフラシステムズ、「TOMCAP 
mini」は東芝と東芝エネルギーシステムズの共同応
募による受賞。

■�アドバンテック、9月26日開催のADF2024
大阪レポートを公開

　アドバンテックは、9月26日に大阪・梅田サウスホ
ールで開催した「アドバンテックエンベデッド・デザ
イン・イン・フォーラム2024大阪（ADF）」のレポ
ートを公開した。
　イベントでは、さまざまなアプリケーションでの
AI活用を可能にする最新組み込み製品や、共創パー
トナーによるハードウエアと連携したシステム・アプ
リケーションのデモを展示。また、Intel社、NVIDIA
社、NXP社、Qualcomm社など業界をけん引するシ
リコンベンダー企業のテクノロジートークなどを実施
した。

■�カナデン、4コマまんがで分かるカナデン取り
扱い製品「転倒検知送信機『EXH-TK12』」
公開

　カナデンは、4コマまんがで分かるカナデン取り扱
い 製 品 に つ い て 、 「 転 倒 検 知 送 信 機 『 E X H -
TK12』」を公開した。
　同製品は、現場作業者の倒れ込みを検知し、大音量
の警告音と無線信号を自動送信することで周囲と管理
部門に異常を通知する。

■�カナデン、製品サイトの掲載製品を10製品追
加

　カナデンは、取り扱い製品を紹介する「製品サイ
ト」について、掲載製品を10製品追加した。
　追加したのは、ダイヘンのトップランナー油入変圧

■�オムロンとオムロンサイニックエックス、
IROS2024で最新研究成果を8件発表

　オムロン技術・知財本部と、オムロンサイニックエ
ックス（OSX）は、ロボティクス分野の世界最大の
カンファレンスである「IROS2024」で最新の研究成
果を8件（技術・知財本部1件、OSX7件）発表した。
　技術・知財本部からは「低コスト・高速・頑健なバ
ラ積みピッキングシステム」について発表し、OSX
からは「ヒューマン・ロボット・インタラクション研
究のための安価なエアホッケープラットフォーム」や
「シミュレーションから学習し実世界での追加学習な
しに部品挿入を実現するソフトロボット〝Saguri-bot
（サグリボット）〟」、「複数モバイルロボットの協
調移動により物体を操作する技術」などについて発表
する。

■�ECADソリューションズ、導入事例「アサヒ、
若手社員の活躍で導入から1カ月で実稼働」公
開

　ECADソリューションズは、WIRE CAM DX導入
事例として、アサヒ「若手社員の活躍で導入から1カ
月で実稼働」を公開した。
　アサヒは、1952年の創業で、制御盤の設計・製造
と、医療機器の設計・製造（ISO13485取得）の2本
柱で事業を展開。制御盤の組立・配線作業のベテラン
依存と今後の制御盤メーカーの競争激化に危機感を覚
え、「WIRE CAM DX」を導入。導入から1カ月で実
稼働され、作業を標準化したことで未経験者でも入社
当日から作業ができるようになり、作業者10人の新
規採用と電線使用量30%削減を実現した。
　事例では短期間での実稼働に至ったポイントや、導
入により感じている効果などを解説している。

■�R Y O D E N、オリジナル製品ブランド
「RYODEN Tii!」の特設サイトを開設

　RYODENは、オリジナル製品ブランド「RYODEN 
Tii!」の特設サイトを開設した。
　RYODEN Tii!は、オリジナル製品群をくくるブラ
ンド。Tii!というネーミングは、英語の『This is it!
（その手が、あったか。）』から発想し、まだ見ぬ課
題を掘り出しアイデアを提案する、という意味が込め
られている。
　収集したデータの可視化・分析・制御により生産効

身でさまざまなコネクタを見比べて、最適な製品を見
つけられるツールとなっている。デスクに一冊置くこ
とで、必要な時にサッと手軽にコネクタを調べること
ができる。

■�日本ベアリング、スライドウェイハンドブック
公開

　日本ベアリングは、直線運動軸受の「スライドウェ
イ」を解説した「スライドウェイハンドブック」を公
開した。スライドウェイを使ったことがないユーザー
にも分かりやすいように、製品の特長や使い方を説明
している。

イベントセミナー

■�高木商会、11月13日オンラインセミナー「バ
ーチャルPLCによる盤&ハードPLCレス化の
実現」

　高木商会は、11月13日にオンラインセミナー「バ
ーチャルPLCによる盤&ハードPLCレス化の実現―シ
ュナイダーエレクトリック」を開催する。
　セミナーでは、世界初のPLCがリリースされてか
ら50年以上が経ち、インダストリー業界を取り巻く
環境は大きく変わる中、PLCの生みの親であるシュ
ナイダーエレクトリックが、現代のニーズに合わせた
全く新しい制御システムの選択肢を提案する。次世代
制御システムの紹介とシステムをバーチャルPLCと
して活用し、盤レス・ハードPLCレス化を実現した
事例を紹介する。

■�フエニックス・コンタクト、11月12日ウェビ
ナー「NFPA79 2024年改訂版とサイバーセ
キュリティ動向」

　フエニックス・コンタクト、11月12日15時からウ
ェビナー「NFPA79 2024年改訂版とサイバーセキュ
リティ動向」を開催する。
　NFPA79は米国の産業機械の電気安全規格で、北米
向けに機械・システムを販売する機械メーカーおよび
システムメーカー、北米に工場をもつユーザーにとっ
て重要な技術規格の一つ。2024年改訂版が今年発行
され、欧州機械規則でも要求されているサイバーセキ
ュリティに関する事項も追加された。
　ウェビナーでは、テュフラインランドジャパンをゲ
ストに迎え、「NFPA79 2024年改訂版とサイバーセ
キュリティ動向」について解説。また関連するネット
ワークセキュリティ製品、SPD（サージ保護機器）
製品についても紹介する。

■�岩崎電気、12月4・5日東京・品川でプライベ
ート展「IWASAKI技術展」開催

　岩崎電気は、12月4・5日に東京・品川インターシ
ティホールでプライベート展示会「IWASAKI技術展
―未来のアタラシイを作る―」を開催する。

率、エネルギー効
率、環境最適化を
実現する統合監視
制 御 シ ス テ ム
「Remces」やデ
ータとデジタル技
術を活用し、次世
代農業・フードテ
ック分野の商品や
サービス、ビジネ
スモデルを変革す
るシステムとサー
ビス「R-AX」な
ど を 展 開 し て い
る。

器、トップランナーモールド変圧器、APPLE TREE
の ワ イ ヤ レ ス 3 D ス キ ャ ニ ン グ シ ス テ ム
「NIMBLETRACK」、Bambu Labの業務用3Dプリ
ンタ「Bambu Lab X1E」、ブルーの防塵・防水・耐
衝撃iPadPro11（M4）用ケース、コタニの油吸着剤
「SORB」など。

■�ミスミ、メカニカル部品「納期割引サービス」
3ヶ月で利用企業1万社突破

　ミスミグループ本社は、提供するメカニカル部品の
「納期割引サービス」について、2024年7月のサービ
ス開始から3カ月で利用企業数が1万社を突破した。
　「納期割引サービス」は、納期が10日以上であれ
ば割引を行うサービスで、国内外の仕入先400社超を
ネットワーク化することで、最適調達によるコストダ
ウンを実現した。
　利用企業数1万社突破を機にサービスを拡大し、対
象商品と値引率を拡大。まとまった数量の注文だった
場合に最大30%引きを適用していたものを、部品1個
の注文でも適用。より幅広いシーンで使えるように変
更した。

■�シーシーエス、AI外観検査システム導入事例
「大森クローム工業、検査自動化で制度工場と
生産効率化」公開

　シーシーエスは、AI外観検査システムの導入事例
として、大森クローム工業の「人による目視・触感検
査から、検査自動化で精度向上と生産効率化を実現」
を公開した。
　工業用クロムめっき加工品の製造をしている大森ク
ローム工業では、従来の目視・触感検査による不適合
品の検出精度の向上には限界があり、検品工程の自動
化を検討し、AI外観検査システムを導入。めっき後
の外観検査の精度向上と時間短縮に成功した。

■�サンワテクノスなど3社、JR西日本の観光列
車「はなあかり」の間接照明を共同開発

　サンワテクノスとホタルクス、JR西日本テクノス
は、西日本旅客鉄道（JR西日本）が運行を開始した
観光列車「はなあかり」について、客車の間接照明に
採用された車両用調色調光LEDモジュールを共同開
発した。

■�サンコーシヤ、公式Xアカウントを開設
　サンコーシヤは、公式Xアカウントを開設した。
「今日のあたりまえが、明日もあたりまえであるため
に。」雷や雷防護製品について役立つ情報を掲載して
いく。

■�ヒロセ電機、コネクタ冊子「CONNECTOR 
SELECTOR2024」お届けキャンペーン

　ヒロセ電機は、コネクタ選定や調査に便利な専門ツ
ール「CONNECTOR SELECTOR2024」の冊子版を
プレゼントするお届けキャンペーンを実施している。
　CONNECTOR SELECTOR2024は、ユーザーが自
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主要FA企業ブース・出展内容紹介

■オーバル（ブースT6）
液体用電池駆動式 クランプオン形超音波流量計「UC-
1」
オーバルは、流量計の新製品と

なる液体用電池駆動式クランプオ
ン形超音波流量計「UC-1」を紹
介する。
　同製品は、配管外から簡単に取
り付けでき、配管工事や設置過程
の手間とコストを大幅に軽減。電
池は長寿命（約10年）であり、外
部電源も不要。取り付けは工具は
不要で、1台で25～100Aまでの配管に対応し既存の設
備にも容易に設置可能。無線通信を利用したデータ管
理や遠隔監視が可能となっている。
　このほか、ミスター省エネ対応パネルマウント形無
線積算計「EL9240」、無線センサーネットワーク
「省エネシリーズ」、耐圧防爆形ミスター省エネ、水

素計測用流量計などを展示する。
■�クーパー・インダストリーズ・ジャパン（ブース

35）
防爆エリアの安心・安全なIT化
クーパー・インダストリーズ・ジャパンは、世界最
大の24㌅スクリーンを装備し、オペレーターが危険区
域での視覚化を強化するのをサポートする本質安全防
爆PCを紹介する。
　本質安全防爆PCはタッチパネル機能を搭載し、快
適で安全な操作が
可能。モジュラー
コンセプトは国内
防爆認定を取得し
ており、万が一の
故障時にはワーク
ステーション全体
を交換する必要が
ない。各主要モジュールは個別に認定され、現場で交

　計測展OSAKA 2024（主催：日本電気計測器工業会）が、10月30日
から11月1日にかけて大阪のグランキューブ大阪で開催される。
　会場では、「未来のものづくり社会を支える計測と制御技術の総合
展」をコンセプトに、「カーボンニュートラルへ　はかる・見える・
変える」のメッセージのもと、カーボンニュートラル実現に向けた技

術や製品サービス、進化した計測・制御技術によって得られる緻密な
計測データの有効活用法と生産現場の課題解決、工場やプラントをサ
イバー攻撃から守るOTセキュリティなどの最新情報を紹介する。
講演やセミナーについても、経済産業省 近畿経済産業局の信谷和

重局長による基調講演「大阪・関西万博を景気とした関西経済の活性

化に向けて」をはじめ、多くの講演・セミナーが予定されている。
　また学生向けの企画も用意しており、産学交流ゾーンで企業の理工
系学生が人事担当者と交流できるほか、業界研究セミナー、企業ブー
ス見学ツアー、理工系大学研究室の学生によるライトニングトークな
ども行われる予定だ。

未来のものづくり社会を支える計測と制御技術の総合展

カーボンニュートラルへ　はかる・見える・変える

換できるため現場での作業負荷とメンテナンスコスト
を削減できる。各コンポーネントは超軽量で、容易な
取り外しから再取り付けが可能。
　MTL最新型防爆タブレットは超軽量、業界最長バ
ッテリーを搭載し標準で前後カメラ付きとなってい
る。
■GMIジャパン（ブース12）
本質安全防爆製品とSILセーフティリレー等の製品を
紹介
　GM International社（イタリア・ミラノ）は、1993
年設立だが、危険場所向け製品は40年を超え、全世界
のプラント、即ちヨーロッパ、ロシア、北米、中東と
東アジア、日本、中国で設置されている。
　本質安全防爆絶縁形バリアは爆発エネルギー制限に
より爆発リスクを回避しながら、安全レイヤの連続し
た運転と効果を保証し、高い稼働率を実現。同社製品
は世界中の権威ある防爆検定機関から認証を取得し、

ATEX（ヨーロッパ）、IECEx（国際防爆規格）、
UL/FM（米国とカナダ）、EAC-EX（ロシアCTUと
ウクライナ）、NEPSI、EX-CCC中国、PESO（イン
ド）、TIIS、CML（日本）、INMETRO（ブラジ
ル）などの認証を取得済みとなっている。
■西華産業（ブース7）
最先端＆オンリーワンのガス計測、ガス可視化ソリュ
ーション
　西華産業は脱脱炭素、DX、老朽化対策（保全改
善）、水素管理など昨今喫緊な課題として注目を集め
るテーマに対して、オンリーワン技術の計測機器での
提案を行う。
　30年以上の販売実績を誇るNeo monitorsレーザー
式ガス分析計は、酸素や一酸化炭素、二酸化炭素など
の燃焼効率に関わるガスをはじめ、今後の省エネルギ
ー化の鍵となる水素ガスの濃度を、レーザー式で唯一
測定可能なシステム。
　高温インラインガスセンサーは、最大2000℃までの
ガス流量が測定可能なオンリーワン製品。炉（電炉、
高炉、転炉、キルン、分解炉、溶融炉、焼成炉）など
の極めて高温かつダストが多いオフガスの流量を、イ
ンラインで測定可能となっている。
■チノー（ブース36）
カーボンニュートラル実現や課題解決を支援する製品
群
チノーは、計測・制御・監視技術によるカーボンニ

ュートラル実現やお客さまの課題解決を提供すること
を目指した製品展示や小間内セミナーを実施する。
　ブースでは、新エネルギー市場の温度測定、ガス漏
れ検出として、本質安全防爆形白金コバルトシース測
温抵抗体、エアリークカメラ、省エネ制御を実現する
方法としてPID調整体験コーナー、「無線で工事不
要！瞬時電力測定で省エネ対策」としてリアルタイム
無線ロガーMZなどを紹介する。

　ブース内セミナーでは、①
「省エネをするための温度制御
～PID調整のやり方」②「放射
温度計はなぜ触れないで測れる
のか」③「チノーが提唱する極
低温とは」の3つを実施する。
■�東芝インフラシステムズ／東芝デジタルソリューシ

ョンズ（ブースT4）
産業用サーバと産業・工場向けサイバーセキュリティ
ソリューション
東芝インフラシステムズと東芝デジタルソリューシ

ョンズは、産業用サーバ「FS20000R」と産業・工場
向けサイバーセキュリティソリューション
「Claroty」を出展する。
　FS20000Rは高性能・大容量を実現しつつ、長期供
給・長期保守に対応、頑健性・拡張性や保守メンテナ
ンス性を備えた産業用途向けサーバ。社会インフラ、
製造プラント、生産ラ
インなど様々な分野に
適用でき、現場で求め
られるエッジコンピュ
ーティングを支える。
　Clarotyは、工場の
稼働に影響なく導入できる制御システム向けの侵入検
知ソフトウエア（OT-IDS）。産業・工場の現場で資
産の可視化、脆弱性管理、ネットワーク監視による脅
威検出を可能とし、サイバー攻撃の検知・迅速な対応
を実現する。これらの機能を活用することで、お客さ
まのサイバーレジリエンスを高める。
　さらに、FS20000RにClarotyを搭載することで、長
期稼働が求められる過酷な現場に適用可能となる。
■横河電機� （ブース1）
豊かな地球へ、つなぐ未来のものづくり
　横河電機は、測る力とつなぐ力でも
のづくりの次世代を支え、お客さまの
課題解決に取り組み、地球の未来へつ
ないでいくことをテーマに、「工場を
まもる」「オペレーション革新」
「新技術や未来を語る」の3つのゾーンに分けて取り
組みを紹介する。
オペレーション革新ゾーンでは、1975年の発売から

2025年で50周年を迎える総合生産制御システム
「YOKOGAWAのCENTUM VP」、総合情報サーバ
CIサーバを出展。また来場者から困りごとを聞く特
設コーナーを設置。製造プロセスや設備保全、働く環
境、サプライチェーンについて課題解決のヒントにな
る展示を用意している。
　またセキュリティソリューションを提供している企
業6社が連携してサイバーセキュリティのテーマ展示
を実施する。

アズビル （ブース13）

計測制御の進化でつくる製造現場の未来 
シン・オートメーションを提案
アズビルは、「計測制御の進化

でつくる 製造現場の未来―シ
ン・オートメーションで持続可能
な社会へ―」をテーマに最新の
計測制御技術を紹介する。
　FAゾーンでは、導入～保守の
運用負荷を軽減するデジタル指示
調節計、高速・高精度・高機能の
フィードバック制御で品質向上に
貢献するグラフィカル調節計、装
置IoT化を支援するマルチベンダ
ーIoTゲートウェイ、デジタルマ
スフローコントローラ、MEMS
加工技術でデポ対策を強化した真
空計などを紹介する。
　PAゾーンでは、クラウド型バ
ルブ解析診断など保全員や運転員
の目線で作業効率化を実現する各
種ソリューション、GXゾーンで
は、見える化システムの導入から
現場の省エネ活動まで、現場での

CO2削減の取り組み支援策を紹介

する。自律化ゾーンでは「自動化
では到達できない生産性の飛躍と
サステナビリティの実現」をテー
マに、オンライン異常予兆検知シ
ステム「BiG EYES」を提案す
る。
　出展者セミナーでは、10月30日
に「補助金活用でエネルギーコス

ト低減と高効率設備導入を同時に
実現」と「マルチベンダーIoTゲ
ートウェイで始める『製造DXの
第一歩』」、10月31日に「バルブ解
析診断サービスの最新動向」、11月
1日に「HART通信の悩みを解決
するスマートHARTモデムのご
紹介」を予定している。

10月30日～11月１日　グランキューブ大阪

https://aa-industrial.azbil.com/jp/files/default/special/ja/event/mcsosaka/index.html
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日本のロボット、半導体製造装置、工作機械産業を支える100年企業の電線メーカー

日本市場での実績と製品の認知を海外へ

Eplan×太陽ケーブルテック　Eplan Data Portal活用法Eplan×太陽ケーブルテック　Eplan Data Portal活用法

創業1923年
産業機械向け電線・ケーブルに特化

　同社の創業は1923年。大阪を拠点として関西、西日
本を中心に電線・ケーブルの製造・販売を行ってい
る。電線・ケーブルと一口にいっても民生品から産業
用、グレードもさまざまだが、同社はロボットケーブ
ルに代表されるような産業機械向けを中心に取り扱っ
ている。
　機械の動きに合わせて引きまわされる可動部用ケー
ブルと、制御盤内をはじめ機械内部で機器接続に使わ
れる固定ケーブルの両方をそろえ、産業機械に必要と
される電線・ケーブルは一通り全てラインアップ。同
社の電線・ケーブルは半導体製造装置、工作機械、ロ
ボットなど日本で生産して海外へ輸出する機械での採
用が多いことから、主要な海外規格を取得しているの
が特長。ULとCEマーキングはほぼ全製品で取得済
み。300ページ超のカタログに掲載されている製品は
在庫を保有し、比較的短い長さにも柔軟に対応し、ト
ータルソリューションとして提案している。
　顧客は日本のロボットや工作機械、半導体製造装置
メーカーが中心で、それら向けで売り上げの9割を占
めるという。さらに新規分野として、医療機器や交通
インフラ、EV充電器などへの採用を目指し、提案を

え、それが数年続いており、掲載した効果はあったと
感じています。今は月次でダウンロードされたレポー
トを社内で回覧して情報共有している形です」（東京
営業課課長・渡辺一人氏）

日本の強みを生かした製品を海外へ

　新製品を定期的に開発・販売しているが、Eplan 
Data Portalへ登録していない製品もある。その中に
は海外にはない特長を持つ製品や、市場からの需要が
高いもの、中国市場にフォーカスしたものなど、ユニ
ークなものが多数存在する。今後はこれらの特長的な

寒性マイナス40℃の厳しい環境でも使えるものとなっ
ている。
　このほか産業ネットワークのフィールドバスから
Ethernet化に伴い、同社でもEtherCAT、CC－Link 
IE、MECHATROLINK対応のFAイーサネットケー
ブルなどもラインアップを増やしている。

海外事業の強化、新規領域の開拓に活用

　会社として海外展開を強化しており、アメリカに現
地法人を設立し、インドに営業拠点の開設を予定して
いる。また国内でも医療機器など新規分野の開拓も進
めている。これらと連動する形で、あらためてEplan 
Data Portalの活用方法を考えていきたいとしている。
　加納氏は「現在はレポートを見るだけにとどまって
いますが、グローバル化して海外事業の強化とリンク
させることで、Eplan Data Portalが案件化のきっか
けになるような活用方法が出てくるのではないかと思
っています。国内に関しても現在の半導体製造装置、
工作機械、ロボットだけに特化せず、医療や医薬、食
品、交通インフラ、EV充電器など伸びている業界に
対して認知を広げていきたい。多くの産業機械メーカ
ーで採用されているといっても、一部の事業部にとど
まっているケースも多くあります。当社の営業担当も
全事業部を回っているわけではなく、当社と製品が知
られているわけではありません。それに対し、Eplan 
Data Portalによって、設計者が電気CADを使う時に
は必ず当社の製品と名前が出てくるようになっていれ
ば啓発活動にもなります。引き続きEplan Data 
Portalの活用法を検討していきたいと思います」と話
している。

https://www.taiyocable.com/

　太陽ケーブルテックは、2023年に創業100周年を迎えた歴史ある電線
・ケーブルメーカー。電線・ケーブルの中でも特にFA・産業機械向
け、半導体製造装置や工作機械、ロボットといった生産設備向けにフォ
ーカスして事業を展開。海外市場でも日本メーカーが存在感を発揮し、
強い領域を電線・ケーブル技術で支えている。
　Eplan Data Portalには2016年から製品の登録を開始。日本国内の産
業機械メーカーの間ではよく知られ、輸出機械でもよく採用されている
が、本格的な海外展開はまだ道半ば。世界中の設計者が利用するEplan 
Data Portalをステップとして海外での認知度を高め、需要の獲得を目
指している。

東京営業部部長・加納祐二氏（右）と東京営業課課長・渡辺一人氏

強化している。
　東京営業部部長の加納祐二氏は「産業機械に必要な
電線・ケーブルを取りそろえ、即納や小口にもできる
だけ対応し、かゆいところに手が届く形で商売をして
います」と言う。

製品登録後、海外からの問い合わせが増加

　Eplan Data Portalへの製品登録は2016年からスタ
ート。輸出の多い産業機械の制御盤を手がけている制
御盤メーカーからの依頼を受けたのがきっかけで、現
在は2300製品を掲載している。特に海外市場での認知
を高めることを目的としている。
　「登録を始めた当時は、日本では多くのメーカーに
採用され、実績があるにもかかわらず、海外での認知
度の低さから採用が限られていました。Eplanは世界
で広く使われている電気CADで、日本だけでなく海
外でも社名と製品をPRできることに期待してスター
トしました」。掲載後は海外でのダウンロードも発生
し、ホームページからの問い合わせでも海外からの問
い合わせ件数が増加。今のところ期待した効果は出て
いる様子。「そこまでダウンロード件数が多いわけで
はないが、肌感覚として、海外からの問い合わせも増

製品の掲載も進めていきた
いとしている。
　例えば「RFXシリー
ズ」は、柔らかく、U字折
り返し500万回をクリアし
た屈曲性に優れた絶縁電
線。1000V RFX－MTW 
LFは1000V対応でUL CE
マーキングに対応し、
1000V RFX－SB LFはシ
ールド付でEMC対策が施
されたものになっている。
海外メーカーの電線は固い
ものが多く、取り回しにく
いが、同製品は柔らかく曲
げて使えるので制御盤内の
省スペース設計に最適とな
っている。
　「EM－TXT HF」は、
ハロゲンフリーの環境配慮
型の絶縁電線で、廃棄やリ
サイクル処理がしやすく、
柔軟で、耐熱性125℃、耐
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す。投資金額は、約680億円（2028年度までの計
画）。敷地面積は、約15万平方㍍。鉄骨6階建てで建
築面積は1万4959平方㍍、延床面積は8万799平方㍍。
2024年9月着工、2026年度拠点開設、順次生産開始予
定。

■�JSR、関東に最先端フォトレジストの研究開
発拠点、韓国に最終生産拠点を建設

　JSRは、グローバルな電子材料事業体制の強化に向
けフォトレジストの研究開発を拡充すべく関東地方に
開発拠点を、韓国に最終生産工程の工場を新設する。
　同社は2021年の米国Inpria社買収して以降、最先端
EUV用フォトレジストであるメタルオキサイドレジ
スト（MOR）の事業化を進めている。日本では、四
日市工場内にある精密電子開発センターに加えて、グ
ローバルな顧客対応やパートナー企業と連携しやすい
関東エリアに新たなMOR用の研究開発拠点を整備
し、今秋から工事に着手する。
　また韓国でもMORの最終生産工程を担う工場を建
設する。MORは韓国における大手顧客での採用検討
が進んでおり、2026年の稼働開始を見込んでいる。

■�ケミカルリサイクル・ジャパン、千葉県市原
市に油化ケミカルリサイクル装置を備えた市
原事業所建設

　出光興産の子会社のケミカルリサイクル・ジャパン
は、千葉事業所（千葉県市原市）の隣接地にCRJの
「市原事業所」を建設する。市原事業所内には油化ケ
ミカルリサイクル装置を建設し、使用済みプラスチッ
クの再資源化を目指す。処理能力は年間2万㌧。市原
事業所の完工と油化ケミカルリサイクル装置の商業運
転開始は、2025年度下期を予定している。

■�倉元製作所、岩手県一関市にペロブスカイト
太陽電池の自動製造ライン設備を整備

　倉元製作所は、ペロブスカイト太陽電池事業の開始
に向け、岩手県一関市の花泉工場にペロブスカイト太
陽電池の自動製造ラインを導入する。設備の取得予定
価格は約10億2200万円。取得先は国外法人で2025年2
月の引き渡しを予定している。

■�正興電機製作所、北九州学術研究都市内に研
究開発センター建設

　正興電機製作所は、北九州学術研究都市内に「ひび
きの研究開発センター（仮称）」を建設する。
　研究開発棟（Tサイト）と先端ものづくり棟（Mサ
イト）で構成され、Tサイトは地上3階建鉄骨造で、
建築面積は700平方㍍。Mサイトは地上2階建鉄骨造
で、建築面積は1700平方㍍。2024年10月着工予定。
2026年4月竣工予定。投資額は、約41億円。

■�大阪チタニウムテクノロジーズ、兵庫県尼崎
市の本社工場でスポンジチタン生産能力増強

　大阪チタニウムテクノロジーズは、兵庫県尼崎市の
本社工場でスポンジチタンの生産能力を増強する。
　世界的なチタンのサプライチェーン再編によって航
空機向けのスポンジチタン需要は強まっており、一般
産業用途向けのスポンジチタン需要も堅調に推移して
いる。それに対し同社は、本社の尼崎工場の既存のイ
ンフラを生かし、スポンジチタンの生産能力を増強す

国内

■�カネカ、北海道苫小牧市に医療機器プラント
を竣工

　カネカは、北海道の苫小牧東部地域に苫東工場が竣
工。54年ぶりに開設する7カ所目となる新たな国内事
業場になる。
　苫東工場内に完成した医療機器プラントでは、吸着
型血液浄化器「レオカーナ」および吸着型血漿浄化器
「リポソーバー」を生産する。ロボット技術を活用し
た「スマートファクトリー」としてラインの完全自動
化を実現しているほか、今後は太陽電池を用いて工場
建物の一次エネルギー消費量をゼロにする「ゼロエネ
ルギーファクトリー」を実現する計画となっている。

■�三輪鉄建、青森県上北郡七戸町に鉄骨の胴縁
母屋加工の新工場

　JFE商事グループのトーセン子会社で鉄骨の胴縁母
屋専業ファブの三輪鉄建は、本社工場の老朽化に伴っ
て青森県上北郡七戸町の本社敷地内に新工場を建設す
る。
　近年は人手不足などが原因で鉄骨製作分業化が進む
中、物件の大型化に伴う加工品種やサイズの変化に柔
軟に対応できる体制の構築が急務となっている。現本
社工場は築50年を超え、経年劣化や雪害による老朽
化に加え、狭小のため作業動線の安全性も懸念され、
屋内製品ヤードがないため、積雪時には出荷作業効率
が低下するという課題があった。
　今回の投資では4821平方㍍の新本社工場を建設。
加工設備は現工場からの移設に加え、アマダ製の最新
型複合機、ビームワーカー、バンドソーなどを新たに
導入し、これまでの胴縁母屋だけでなく、鉄骨二次部
材まで加工領域と対応力を高め、顧客ニーズに応えて
いく。
　2024年8月末着工、2025年9月竣工、同年10月稼働
予定。

■�京セラ、長崎諫早市にファインセラミックや
半導体パッケージの新工場

　京セラは、長崎県諫早市にファインセラミックや半
導体パッケージの新工場として長崎諫早工場を建設す
る。
　現在、エレクトロニクス業界では、スマートフォン
などの通信端末や半導体関連機器の小型化・高機能
化、5Gや生成AIの普及に伴う基地局やデータセンタ
ーの増設、また、自動車のADAS（先進運転支援シス

デンソー・マニュファクチュアリング・ハンガリー、
中国の天津電装電子、天津電装電機ならびに電装（広
州南沙）を含む、世界4極8拠点でのインバーター生
産体制を整え、世界各地域の需要に迅速に対応してい
く。

■�パナソニックエナジー、マツダと協業で車載
用円筒形リチウムイオン電池供給

　パナソニックエナジーとマツダは、マツダが2027
年以降に導入を予定するバッテリーEVへの搭載を見
据えた次世代の車載用円筒形リチウムイオン電池の供
給に向けて本格的な準備を開始する。
　パナソニックエナジーは2027年以降に大阪府の住
之江工場と貝塚工場で生産する円筒形リチウムイオン
電池セルを供給し、マツダがモジュール・パック化す
る計画。それに向けてパナソニックエナジーはセル生
産能力の増強を進め、この協業による国内拠点でのセ
ルの生産能力を2030年までに6.5GWh/年増強し、年
間10GWhまで引き上げる。投資金額は約833億円。
　また同計画は経済産業省の「蓄電池に係る供給確保
計画」として認定され、助成金額は最大約283億円。

■�パナソニックエナジー、SUBARUと協業で
群馬県大泉町にリチウムイオン電池工場を新
設

　パナソニックエナジーとSUBARUは、車載用円筒
形リチウムイオン電池の供給に関する協業基本契約を
締結し、SUBARUが2020年代後半から生産予定のバ
ッテリーEVへ搭載するために、パナソニックエナジ
ーの次世代の車載用円筒形リチウムイオン電池を供給
し、それに向けて群馬県大泉町に両社でリチウムイオ
ン電池工場を新設する。
　SUBARUは、2030年にグローバル販売台数120万
台のうち50%をバッテリーEV化することを目標に掲
げている。今回の協業では、パナソニックエナジーが
2027年度から大阪の住之江工場で、2028年度からは
両社で群馬県大泉町に新設するリチウムイオン電池工
場で生産し供給する円筒形リチウムイオン電池を使用
し、SUBARUが生産予定のバッテリーEVに搭載する
ことを計画している。この協業による国内2拠点での
セルの生産容量は2030年末までに年間20GWhを計画
している。投資金額は約4630億円。
　また同計画は経済産業省の「蓄電池に係る供給確保
計画」として認定され、助成金額は最大約1564億円。

■�日産自動車、車載用蓄電池の開発・量産を強
化

　日産自動車は、同社の車載用蓄電池（LFPバッテ
リー）の開発および量産が、経済産業省の「蓄電池に
係る供給確保計
画」として認定さ
れ、日本国内で
LFPバッテリー
の開発および量産
を強化する。生産
規模は5GWhで、
2028年度に軽電
気自動車から搭載
を開始する予定。
　事業総額は約
1533億円。助成
金額は約55 7億
円。

テム）やEV技術
の高度化など、さ
まざまな分野にお
いて、今後も高い
部品需要の伸びが
見込まれている。
　新工場では、半
導体製造装置に使
用されるファイン
セラミック部品や
半導体パッケージ
など、順次生産を
行っていく計画
で、2026年度の
拠点開設を目指

る。生産能力増強規模は現行の年間4万㌧から増強後
は年間5万㌧になる計画。2027年度末までの完工を目
指す。投資額約330億円。

■�中部電力、三重県四日市の四日市水沢第一ア
グリソーラーの運転を開始

　中部電力は、子会社のCR-01を通じて、同社初の営
農型太陽光発電事業を三重県内7地点で進めており、
そのうち四日市水沢第一アグリソーラーの建設工事を
完了し、営業運転を開始した。発電出力399㌔㍗の営
農型太陽光発電所となり、残りの6地点も本年度中の
運転開始に向け、順次計画を進めていく。

■�大建工業、津市の三重工場のシート化粧床材
ラミネートラインで水性接着剤塗布設備を増
設

　大建工業は、床
材を生産する三重
工場（三重県津
市）で、約 1億
5000万円を投資
してシート化粧床
材の製造工程の一
部となるラミネー
トラインに、環境負荷の低い「水性接着剤」の塗布設
備を増設した。
　ポリウレタン系接着剤専用ラインに水性接着剤を塗
布する設備を導入し、本格稼働を開始。これによりポ
リウレタン系接着剤専用ラインは水性接着剤を含めた
両接着剤に対応できる生産ラインとなった。水性接着
剤の使用割合を現状の7割から9割へと引き上げ、環
境負荷の低減を進める。

■�オキサイド、山梨県北杜市の第4工場第2期工
事が完了。レーザー装置のメンテと部品内製
化

　オキサイドは、山梨県北杜市の第4工場の第2期工
事が完了した。
　これまで横浜事業所で新規レーザ装置の製造とメン
テナンスの両方を行ってきたが、第4工場では半導体
事業の主力製品であるレーザ装置のメンテナンスと一
部主要部品の内製化に取り組む。第4工場稼働により
新規レーザとメンテナンスを合わせたレーザ装置の総
生産キャパシティは従来の約3倍になる見込み。
　敷地面積は9259平方㍍。建築面積は4061平方㍍。
延床面積は4015平方㍍。鉄骨造平屋建て。投資額は
18億円。

■�デンソー、福島県田村市のデンソー福島でイ
ンバータ生産ラインを立ち上げ

　デンソーは、福島県田村市のデンソー福島でインバ
ータの生産を開始する。
　デンソー福島は、現在生産しているカーエアコンや
エンジンクーリングモジュール（ECM）などの自動
車用熱機器製品やガソリンエンジン用燃料系製品に加
え、第2工場内に新たにインバータ生産ラインを立ち
上げ、インバータの生産を開始。これまで国内では、
電動化のグローバルマザー工場である安城製作所と広
瀬製作所でインバータを生産していたが、さらなる電
動化加速を見据え、デンソー福島でも生産を開始し
た。
　今回の生産拡大により、グローバルでは北米のデン
ソー･マニュファクチュアリング・テネシー、欧州の
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